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【目指す教師像】と達成に向けた方策

具体的な姿

　同じく、保護者の結果では、平均が3.02であり前年度と変わらなかった。評価が
上がっている項目が全体の2/3あるにもかかわらず平均がかわらないのは、評価が下
がった1/3の下がり具合が大きいということである。評価が下がった項目は「いじ
め」「特別支援教育」「ICT」「キャリア教育」であり、学校に寄せる保護者の期待
度の高さが反映されたものと考えている。

だれもが安心できる学校

　成果が見られた方策は継続して取り組み、十分な成果を実感できなかったものにつ
いては、具体的な取組を見直し、実践化を図っていく。（通いたい学校） （通わせたい学校） （共に育てたい学校） （勤めたい学校）

　自己肯定感・自己有用
感が高められ、夢や希望
を持ち安心して学べる学
校

　子供が学校生活を笑顔
で語り、子供の成長を実
感できる学校

　ふるさとのよさを活用
し、ふるさとに誇りを
持った人材を育成する学
校

　働きがいがあり、教職
員としての資質・能力の
向上に努めることができ
る学校

児童にとって 保護者にとって 地域にとって

目標達成のための方策に向けて（令和7年度の達成状況から）

　コミュニティスクール（ＣＳ）、午前中５校時の新日課をスタートした。ＣＳにつ
いては、既存の取組を生かしながら学校・保護者・地域の連携によるメリットを実感
できるように努めていく。新日課による時間的なゆとりを学校・保護者・地域が活用
し、子供たちの育成に寄与していく基礎を構築することが求められる。

　学校評価アンケートによると、子供たちは22項目中すべての項目で3.0（4点満
点）を超えており、平均は3.48の高評価であった。まずは素直にこの結果を喜び、
児童を称賛したい。また、前年度を下回ったものは「学校や社会の決まりやマナーを
守っている（3.26）」の１項目だけであった。これは、守らなかったというより
も、規範意識の高まりによって、自己を厳しく振り返った結果であると受け止めてい
る。

　心豊かで、「徳・知・体」の調和が
とれ、自ら学ぶ意欲と社会の変化に対
応できる「生きる実践力」を身に付け
た子供の育成を目指す。

児童の実態を受
け、地域・保護
者・教職員の願
いを具現化す
る。（学校運営
協議会承認）

（学校経営目標の意図）

　子供たちは、世界の気候変動や社会情勢、国内の様々な問題等、常に不安なニュース
に包まれており、今日はVUCAの時代（先行きが不透明で、将来の予測が困難な状態）
と言われていること、そしてこれまでの方法論が通用しなくなるということは以前から
述べている通りである。諸外国の動向や日本国内の社会情勢等を鑑み、VUCAの時代が
現実であることを目の当たりにさせられることが多くなってきた。子供たちが活躍する
２０年後の社会において、夢や希望の実現に向けて自立して、将来を生き抜くための力
を子供たちにつけるとともに、より良い社会の担い手として共に生きる力を獲得するこ
とは必要不可欠である。そのような点から本校の教育目標は、時代の要請を満たしてい
るといえる。

　そして、子供たちがより良い社会をつくっていくためには、「より良い」状態を判断
する規準となるような安心できる環境（家庭・地域・学校）で、安心して成長していく
過程が大事であると考える。

諫早市立森山西小学校

努力事項 具体的な取組

○道徳教育、人権教育の充実させる。

○所属感や充実感のある学級経営を行う。

○高い人権意識をもつ。

○人権教育にかかわる校内研修を定期的に実施する。○児童会・縦割り活動・交流活動等、体験活動を通し
て、思いやりの心や協力し、主体的に活動する態度を育
てる。

○目標を明確化する。

【

教
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む
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○使命感に徹し、指導力の向上を目指す。

○授業を開き合う。

○経験を問わず授業について語り合う。

○常に自身の人権意識をアップデートする。

○「安心」をキーワードに人権教育を実践する。

○外部研修会へ積極的に参加する。

○憧れられる大人としての自覚と態度を示す。

○安心メールを活用し、
タイムリーに学校の情報
を発信していく。

努力事項 具体的な取組

○自らを律し、不祥事防止に努める。

○自らのよさを教育に生かす。

○自らの専門性や強みを指導に生かす。

○生活目標やチャレンジ５の徹底をする。

○Plantを活用した研修を積極的に行う。

【

心
豊
か
な
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】

○子供の自主的・主体的な活動や協働を推進し、支持的
な風土の学級、「いじめを許さない」集団をつくる。

○学校図書館、森山図書館の活用を推進し、読書習慣を
育成する。

○学年に応じた貸出目標を設定する。

【目指す学校像】と達成に向けた方策

○子供自ら考える場の設定を行う。

○ふるさと教育を推進する。

○森山図書館との連携を強化する。

○NIE教育の推進し、充実を図る。

○安全教育を充実する。

○いじめ防止基本方針に基づく実践を行う。

方策 方策 方策 方策

○コミュニティースクー
ルの活動を推進し、学校
とのつながりや学校運営
への参画意識を高める。

○学校の情報を積極的に
発信するなど、学校と地
域のつながりを強化す
る。

※左【目指す児童像】参照

○どの子供も笑顔で下校
できるようにし、気にな
る様子があれば速やかに
連絡する。

【目指す児童像】と達成に向けた方策

教職員にとって

　そのために学校は、一人一人の子供にとって、他者とのかかわりやつながりを通し
て、安心して生活できる場、自己実現に向けて挑戦し成長を実感できる場でなくてはな
らない、という理念から学校経営目標を設定した。

○凡事徹底を心がけ、児童が主体的に気持ちよい生活環
境を作ろうとする態度を育てる。

○積極的なあいさつを励行する。 ○体罰よる指導を行わないための研修を実施する。

・当該学年において基礎基本となる語彙力

○チェックシート等による自己理解に努める。

○子供たちへの指導内容は自らに当てはめ、実践する。

【

児
童
理
解
に
努
め
る
教
師
】

○子供と共に励む。

○「わかった」「できた」を実感し、自らの学びを振り
返る力を伸ばす。

○特別支援教育に配慮する。

○いじめの早期発見・早期対応に努める。

・学び続ける力

○あなたのことが大切だ、ということを発信し続ける。

○特別支援教育にかかわる研修を実施する。

○児童の変容をとらえ、そのよさを褒める。

○互認互助意識の醸成を図る。

○凡事徹底による習慣化を図る。

○児童の言動を敏感に察知し、面談等を行う。

ベストをつくす子 学ぶ子

・根拠をもって説明する力

・対話して合意形成する力

あいさつする子 きまりを守る子

「だれもが安心できる学校」にするための合言葉

あべまき

【
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○年間を見通した体力向上への主体的な取組みを推進す
る。

○運動会、持久走記録会等、行事に

○子供一人一人のより良く伸びたいという思い
に応える。

○健康に生活するための基本的な生活習慣の定着を図
る。

○熱中症・感染症予防対策を徹底する。

○校区の散策等、積極的に校区を知る。

○自らの目標に向けた主体的な学習を実践させる。

【

よ
く
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え
る
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】

○次の力を育成する授業実践を行う。

○発達段階に応じた、宿題から家庭学習への変換を図
る。

○クロームブックの活用を充実する。

○問題行動についての指導後は、必ずフォローする。

○教室環境の整備を常に心がける。

○自らの学びを言語化する。

○保護者や専門職との積極的な連携と情報発信を図る。

○他者の学び方に学ぶ。

○多様性を認め合い、「好き」を育み、「得意」を伸ば
そうとする態度を育てる。

○子供のけが等の報告は即時に行い、その後の経
過等も伝える。
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と
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○保護者・地域とのつながりを強化し、力を合
わせて共に育てる。

○「めあて」「まとめ」を確実におさえる。

○家庭との連携を推進する。

○子供の話をしっかりと聞く。

※右【目指す教師像】参照

日本国憲法

教育基本法等

県教育方針

市教育方針

森山西小学校教育目標

学校経営目標

○学校の情報を積極的に
発信するなど、学校と保
護者のつながりを強化
し、望ましい連携を構築
する。

○夢や憧れを抱き、その実現に向けて、課題解決や目標
達成のために根気強く取り組む活動を工夫する。

○地域人材や学習資源の活用を拡充する。

○学級目標、個人目標として取り組む。

○ゲストティーチャーの思いや願いを生かす。

○学級目標、個人目標への取組みを評価する。

○栄養教諭と連携した食育を推進する。

○家庭への啓発と連携を強化する。

○児童の自己肯定感・自己有用感の伸長を図る。

○安心メール、学級通信や懇談会等、教師の願い
や教育方針の周知を図る。

○学習活動を地域に公開するとともに、ふるさと
学習について発表の場を設定する。

向けた集団、個人の取組みを励行する。

○体力向上プランの共通理解と実践化を図る。

○成長を実感できる授業づくり。

○縦割り活動など、異学年との交流を充実させる。


